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 池子の森は首都圏に残された大規模な緑地（約290ha）であり、近郊緑地特別地区の円海山地区の

約３倍の広さです。横浜・鎌倉から三浦半島に広がる森の架け橋となっており、多摩丘陵にもつながる

「いるか丘陵」と言われるグリーンベルトの欠かせない緑地となっています。多様な植生があり、自然の

宝庫です。高等植物の種類は736種と円海山（411種）の1.8倍。鳥類は天然記念物のオジロワシや希少

種のオオタカ・ハヤブサ・ハチクマ・チョウゲンボウ・フクロウなど109種、昆虫は808種も生息しています。

このまま、後世に引き継ぎたい大切な自然の博物館です。 

  昨年、この池子の森の横浜市域側（37ha）に４カ所の市内米軍基地返還と引き替えに米軍住宅を800

戸増設すると日米両政府は発表しました。もし、米軍住宅増設を許せば、緑地が大幅に減少し、生態

系が破壊され、生物多様性は失われてしまうでしょう。さらに、横須賀基地に原子力空母を就役させると

いう話も出ています。池子は横須賀から６㎞圏内です。核の危険にさらされかねません。 

 私たちは、毎月「池子の森自然観察会」を開催してきました。自然観察会の中で希少種であるハヤブ

サの飛ぶ姿を見、身近に鳥たちの鳴き声を聴き、原生林に推移しつつある姿や訪れるたびに変化を見

せる豊かな森であることが基地周辺を歩いても実感できました。 

 これまで、市議会が政府への基地返還要望の重点要望の第１に池子基地を掲げ、金沢区内連合町

内会長などからなる接収地返還促進金沢区民協議会が30年にわたり国に返還陳情を行い、環境保護

関係者が連名で池子の森を守るよう要望しています。基地周辺の地元連合町内会からも米軍住宅増設

反対の陳情が横浜市に出される状況となっています。 

  池子の森を守ろう！はみんなの願いです。さらに世論を大きくするためにシンポジウムを開催します。 

 

○ 日 時：７月31日（土）午後１時開場 午後１時30分～４時 

○ 場 所：横浜市立大学カメリアホール（京急金沢八景駅下車） 

○ 主 催：米軍住宅増設をやめさせ、基地返還と池子の森を守る会 

○ シンポジウム内容 

コーディネーター 安田八十五関東学院大学教授（環境政策学） 

パネラー     沢光代元逗子市長（いわゆる３者合意時の逗子市長） 

           呉東正彦弁護士（原子力空母の横須賀母港問題を考える市民の会代表） 

神保賢一路（神奈川県鳥獣保護観察指導員）ほか     

＜発起人＞ 

安田八十五（関東学院大学教授）  岩橋宣隆（弁護士・かながわ水環境問題を考える会代表） 

今井清一（横浜市立大学名誉教授） 鳴海正泰（関東学院大学名誉教授） 

長尾演雄（横浜市立大学名誉教授） 久保新一（関東学院大学教授） 

黒川修司（横浜市立大学教授）   中西新太郎（横浜市立大学教授） 

山根徹也（横浜市立大学助教授） 
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